
令和元年 10 月7日 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

量子医学・医療部門 放射線医学総合研究所 

放射線医学総合研究所探索研究棟の建物の天井の一部破損について（続報） 

１．発生日時：令和元年 10 月 4 日（金）16 時 30 分頃 

２．発生場所：放射線医学総合研究所 探索研究棟 2 階 

３．発生状況： 

〇令和元年 10 月 4 日（金）16 時 30 分頃、動物用 MRI 装置の入替作業に伴う

業者による冷却用ヘリウムガスの放出作業中に、ガスを通す配管の一部が破

裂し、建物の天井の一部が破損した。 

〇18 時 35 分 消防署が火災でないと判断 

４．環境への影響：破損のあった建物は放射線管理区域ではなく、放射性物質の

取り扱いはしておらず、放射性物質の漏洩を含めて、環境への影響はありま

せん。 



５．従業員への影響：入替作業に立ち会っていた男性職員１名が負傷（軽傷）。

経過観察のため QST 病院に入院したが、診察の結果、負傷箇所に痛みはあ

るものの異常は認められなかったため 10 月 5 日（土）午前中に退院。 

 

６．原因：調査継続中 

 

７．添付資料 

１：放射線医学総合研究所配置図 

２：探索研究棟 2 階平面図 

３：探索研究棟 2 階廊下の画像 

 

【本件に関する問合せ先】           

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

量子医学・医療部門 放射線医学総合研究所 

管理部庶務課 

TEL：043-206-3004 
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量子医学・医療部門

添付資料１



写真の箇所

動物用MRI装置の設置箇所

添付資料２



探索研究棟 2 階 廊下 

添付資料３
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